
北朝鮮によるミサイル発射時の行動（対応マニュアル）

児童の行動

教員

授業実施 休校 授業実施 休校 授業実施 休校 授業実施 休校

授業開始
保護者連絡と

引き取り 登校 自宅待機 登校 自宅待機 授業開始
保護者連絡と

引き取り
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① 山梨県内に Ｊアラートが発令され 「ミサイル発射、直ちに避難」等のメッセージが甲斐市防災無線から流れた
ら

【屋外の場合】 近くの建物や地下に避難する。
 　　　　　　　　　近くに適当な建物がない場合は、物陰に身を隠すか地面に伏せ頭部を守る。
　

【屋内の場合】 できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋へ移動する。
　　　　　　　 　　教室の場合は、窓・カーテン・ドアを閉め、机の下に入り身を守る。

② その後、Ｊアラートで  「ミサイルは通過・領海外へ落下・○○地方に落下」 等が甲斐市防災無線から流れたら

授業実施
または

休校等の連絡

　　その後の児童の行動（通常授業か休校かなど）について市教育委員会が判断し、学校へ連絡する。
　　学校から安心メール、電話連絡網で各家庭へ連絡。　登校時など時間帯によっては甲斐市防災無線による放送連絡もあわせて行う。
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他県で警報があっても、山梨県内にＪアラートが発令されず、甲斐市防災無線からの警報がない場合は、学校は通常通りとします。


